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引用について
『数学原論』で『線形代数の世界』から引用した定理・命題のうち，第７

刷と引用個所が異なるものは，以下のとおりです。
・69ページ　『線形代数の世界』第 7刷の定理 1.5.7.2は、第 3,４刷では
系 1.5.7、初刷と第２刷では系 1.5.8

・77 ページ　『線形代数の世界』第 7 刷の命題 1.5.9.1 は、初刷と第２刷
では命題 1.5.10.1

訂正
第 3刷までに修正したもの
・7ページ下から 3行め：　 (s, t) : M → C ×C による C ′ ×C ′ の逆像M ′

（第 3刷で訂正済）
・13ページ　例 1.3.4.3の 2行め：X = F (I) （第 2刷で訂正済）
・22ページ下から 2行め：φ = hC(f) （第 2刷で訂正済）
・34ページ　 3行め：素数 p > 2 （第 3刷で訂正済）
・同　 5行め：1である（第 3刷で訂正済）
・54ページ　 9行めと 11行め：Tm−n （第 3刷で訂正済）
・69ページ　命題 2.7.5の証明：1. n > 0のときに示せばよい．（第 2刷で
訂正済）
・149ページ　別解の次の行：命題 5.5.5で調べる．（第 3刷で訂正済）
・164ページ　 5.5節２行めの H0(U)：C0(U)（第 3刷で訂正済）
・168ページ　命題 5.6.1：2. c = (a, b)とし，（第 3刷で訂正済）
・324ページ (10.43)：右辺を −2倍する．（第 2刷で訂正済）

未修正のもの
・8ページ (1.9)：M ×s,C,t M 　（2つめの ×を削除）
・133ページ (4.32)とその 2行上：1Iq

・153ページ 最後の 2行と 154ページ 5行め： lim
n→∞

hn = lim
n→∞

kn = 0

・196ページ 例題 7.2.2 3行め：2. 例 7.1.2.4の
・246ページ 3行め：H2 （3か所）
・314ページ 最後の行：W1 （2か所）
・320ページ (10.35)：ω1 と ω2 をいれかえる．
・326ページ 1行めと 5行め：P1

C
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・29ページ　下から 6行め：ことが多いので，逆系とよぶ．
・51ページ　下から 2行め：f1, . . . , fn を fi(ej) = 1（i = j のとき），= 0

（i ̸= j のとき）で定まる (An)∨ の双対基底とする．
・53ページ　系 2.4.5の前の行最後に追加：0の次数は −∞とする．
・69ページ　命題 2.7.5の 1行めとその証明の 1行め：体でない　を削除
・70ページ　 1行め：

証明　定理 2.7.4 を N ′ = Im(T : An → An) ⊂ M ′ = An に適用すれ
ば，M ′ の基底 e′1, . . . , e

′
n と a1, . . . , an ∈ A で，a1 = · · · = am = 0 か

つ am+1e
′
m+1, . . . , ane

′
n は N ′ の基底で，Ii = (ai) となるものが存在する．

em+1, . . . , en ∈ M を Tei = aie
′
iをみたす元とし，L = Aem+1+· · ·+Aen ⊂ M

とおく．N = Ker(T : An → An) ⊂ M = An とおくと，T は同形M/N → N ′

を定めるから，命題 2.2.6.2よりM = N ⊕ Lである．定理 2.7.4を N ⊂ M

に適用すれば，N の基底 e1, . . . , em が存在し，e1, . . . , en は M の基底であ
る．よって，detT は a1 · · · an の可逆元倍である．
・86ページ　命題 3.3.2：1.と 2.を入れ替えて，現在の 1.の証明の 6行め
の「同値であり」の後に，「1.の証明と同様に」を挿入する．
・93ページ　 5行め：(3.19)は (3.18)

・99ページ　定理 3.5.8.1の 1行めから 2行め：とし，X の類を ζn とする．
・112ページ　 4.3節の 1行め「加群とよぶ．」の後：
「加群の射を線形写像とよぶ．」を追加
・133ページ　補題 4.7.2の証明のあと 3行めの 1つめの式の右辺：
maxは min

・134ページ　補題 4.7.3の証明 2行め：sqN ◦ (i0 − i1) = (i0 − i1) ◦ sqN より
・193ページ　定義 7.1.3の 3行めから 4行め：op∧ の ∧を削除（３か所）
・205ページ　命題 7.4.1.2の証明 1行め：
, p2 : V2 → W2 ⊂ C× を削除し，この文のあとに，「p1 と同様に正則関数

p2 : V2 → W2 = {z ∈ C | Im z > 0} ⊂ C× を定める．」を挿入
・214ページ　 4.の証明の 2行め：双正則は誤りで正しくは C∞ 同相
・235ページ　命題 8.5.4の証明の第 2段落 1行め：Vr は Ur

・237ページ　下から 3行め：δa,U と δx,U はそれぞれ δU,a と δU,x

・238ページ　命題 8.5.9の証明の 2行め C の定義：x ≧ 0, y = 0

・259ページ　 1行め 2つめの行列：−uy と uy を入れ替え
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・316ページ　 2.の証明の 1行め：
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・320ページ　下から 2行め：系 5.5.4より
・322ページ　定理 10.8.5の 2行め：「A = C[x, y]/(y2 − (4x3 − g2x− g3))

とおく．」を削除
・322ページ　定理 10.8.5の証明の 1行め：dx

y
・325ページ　 2.の証明の最後の行：命題 6.1.6.1より
・332ページ　下から 5行め：命題 9.7.2.3より
・334ページ　 4行め：命題 9.3.10.1と同様に


